
令
和
４
年
度
庄
内
地
区

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
連
絡
会
の
委
員
研
修
会

が

日
、「
荘
銀
タ
ク
ト
」

19
で
開
催
さ
れ
、
委
員
と
し

て
坂
本
昌
栄
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

講
演
は
、
山
形
県
国
民

保
険
団
体
連
合
会
・
電
算

課
長
の
伊
藤
義
衛
氏
が
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

シ
ス
テ
ム
と
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

骨
太
方
針
で
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
本
格
運
用

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
険
証
利
用
）
導
入
の

経
緯
は
、
平
成

年
１
月

29

日
、
デ
ー
タ
ー
ヘ
ル
ス

12

改
革
推
進
本
部
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

平
成

年
６
月
以
降
、

30

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
」
（
骨
太
方

針
）
２
０
１
８
、
２
０
１

９
、
２
０
２
０
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
本
格
運
用
を
、

令
和
３
年

月
か
ら
開
始

10

す
る
と
し
ま
し
た
。

政
府
は
２
０
２
４
年
保

険
証
の
原
則
廃
止
を

目
指
す

令
和
４
年
６
月
４
日
の

閣
議
決
定
の
骨
太
方
針
２

０
２
２
で
、
「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
、

保
険
医
療
機
関
・
薬
局

に
、
２
０
２
３
年
４
月
か

ら
導
入
を
原
則
と
し
た
義

務
付
け
る
」と
し
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
度
中
を
目

途
に
、
保
険
者
に
保
険
証

発
行
の
選
択
制
の
導
入
を

目
指
し
、
さ
ら
に
導
入
状

況
等
を
踏
ま
え
、
保
険
証

の
原
則
廃
止
を
目
指
す
、

と
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
１
月
に
は

電
子
処
方
せ
ん
の
本
格
運

用
、
４
月
に
は
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
導
入
の
原

則
義
務
付
け
と
し
て
い
ま

す
。

県
内
医
療
機
関
の
７
割

近
く
が
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
に
参
加

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
保
険
証
利
用
）
の
導
入

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
医

療
機
関
・
薬
局
の
窓
口
で

直
ち
に
資
格
確
認
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
資
格
過

誤
に
よ
る
レ
セ
プ
ト
返
戻

が
減
り
、
窓
口
の
入
力
の

手
間
も
減
る
、

災
害
時
に
お
い
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
本
人
確
認
が
で
き
な
く

て
も
、
薬
剤
情
報
・
特
定

検
診
等
の
情
報
が
閲
覧
で

き
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

参
加
状
況
は
令
和
４
年
９

月

日
現
在
、
山
形
県
の

25
医
療
機
関

・
２
％
（
全

67

国
平
均

・
７
％
）、

45

医
科
診
療
所

・
１
％

26

（
全
国
平
均

・
９
％
）
、

19

歯
科
診
療
所

・
５
％

29

（
全
国
平
均

・
４
％
）
、

21

薬
局

・
１
％
（
全
国

57

平
均

・
９
％
）
と
、
全

50

国
平
均
よ
り
進
ん
で
い
ま

す
が
、
来
年
４
月
の
義
務

化
に
間
に
合
わ
な
い
医
療

機
関
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
末
ま
で
に
ほ
ぼ

す
べ
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
目
指
す

政
府
は
今
年
度
末
ま
で

に
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
民

が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
自
治
体
で
は
休
日
対

応
、
申
請
補
助
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
創
設
の
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
（
デ
ジ
タ
ル
交

付
金
）
は
、
カ
ー
ド
普
及

状
況
と
カ
ー
ド
利
用
状
況

を
交
付
審
査
に
反
映
し
、

各
省
の
自
治
体
向
け
補
助

金
も
、
カ
ー
ド
普
及
状
況

を
反
映
さ
せ
る
と
し
て
い

ま
す
。

カ
ー
ド
普
及
に
応
じ

て
、
国
の
交
付
金
に
差
を

つ
け
る
初
の
取
り
組
み
で

す
。カ

ー
ド
の
取
得
は
任
意

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実

上
の
強
制
と
な
り
ま
す
。

市
民
か
ら
不
安
の
声
、

医
療
機
関
に
多
額
の
経

費
負
担

市
民
か
ら
は
「
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
の
普
及
を
急
ぐ
背

景
に
不
安
が
あ
る
」

「
災
害
時
の
停
電
等
に
よ

る
影
響
が
心
配
だ
」、

「
高
齢
者
等
の
カ
ー
ド
紛

失
に
、
ど
う
対
応
す
る
の

か
」、

「
２
歳
児
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
、
更
新
が
10

年
後
で

歳
に
な
り
、
顔

12

認
証
が
出
来
る
の
か
」
、

「
情
報
の
漏
洩
や
シ
ス
テ

ム
異
常
等
、
頻
繁
に
起
き

て
い
る
中
で
、
安
全
と
言

え
る
の
か
」、

「
情
報
を
一
局
集
中
し
て

い
る
こ
と
に
不
安
が
募

る
」
等
、
多
く
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
か
ら
は
、「
顔

認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
は
無
償
提
供
だ
が
、
運

用
シ
ス
テ
ム
導
入
と
維
持

費
用
に
多
額
の
経
費
が
か

か
る
」

「

月
以
降
の
診
療
報
酬

11
加
算
で
、
窓
口
３
割
負
担

の
患
者
は
、
カ
ー
ド
利
用

者
は
６
円
、
保
険
証
利
用

者
は

円
の
負
担
増
（
初

12

診
に
限
る
）
で
、
患
者
に

も
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
だ
」
等

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
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２０２２．１０．３０

編集発行
日本共産党鶴岡市議団
鶴岡市美原町16-5

電話22－3313

無料生活相談所

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

長谷川 剛
日枝坂本43-10
４１－９１４８

JCP鶴岡地区ＨＰ

Ǜ
ȕ
ǲ
ॼ
ڲ
Ɲ
ॺ
࢙
ӳ
Ή
Ǆ

特
定
と
積
極
的
疫
学
調
査
の
原
則
廃

止
。
○
療
養
期
間
・
待
機
期
間
短
縮
と

期
間
中
の
外
出
容
認
。
○
ハ
イ
リ
ス
ク

者
以
外
の
受
診
の
抑
制
、
な
ど
の
「
見

直
し
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

確
か
に
「
ひ
っ
迫
」
は
回
避
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
本
来
は
感
染
拡

大
に
応
じ
て
体
制
強
化
す
べ
き
で
す
。

私
は
当
初
か
ら
、
国
が
定
め
る
、
保

健
所
・
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
・
保

育
所
等
福
祉
施
設
な
ど
の
人
員
配
置
基

準
見
直
し
と
、
県
と
し
て
の
配
置
拡
充

・
支
援
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
そ

れ
が
ま
す
ま
す
重
要
と
痛
感
し
ま
す
。

（
関

徹
県
議
）

山
形
県

で
も
先
月

日

か

14ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
感

染
者
の
全

数
把
握
が

廃
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

県
は
廃
止
の
理
由
を
「
医
療
を
重
症

化
リ
ス
ク
の
あ
る
方
に
重
点
化
し
、
外

来
診
療
・
保
健
所
業
務
の
ひ
っ
迫
回

避
」
と
、
政
府
説
明
の
通
り
に
述
べ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
既
に
、
○
濃
厚
接
触
者
の

健康福祉部長へコロナ対

策緊急申し入れ（７月）



建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月20日入札分

・ゆうあいプラザかたぐるま厨房系統電気温水器更新工事（ほなみ町3
－2）（入札6業者うち1業者辞退）
(有)東管工業 1,850,000円（1,910,000円）工期～5/3/7

（2業者抽選）（落札率96.86％）
・日の出公園公衆トイレ改築工事（日出一丁目23－1）（入札3業者）
日栄産業(株) 9,200,000円（9,320,000円）工期～5/3/10（落札率98.71％）
・大西町公園公衆トイレ改築工事（大西町35－22、23）（入札3業者）
有賀建設(株) 9,250,000円（9,390,000円）工期～5/3/10（落札率98.51％）
・北田公園公衆トイレ改築工事（稲生二丁目1－20）（入札3業者）
日栄産業(株) 9,300,000円（9,430,000円）工期～5/3/10（落札率98.62％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
10月20日入札分

・鶴岡公園桜等樹木更新工事（馬場町地内）（入札6業者うち1業者辞退）
(有)金峰造園土木 4,750,000円（4,850,000円）工期～5/3/20（落札率97.94％）

朝日庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
10月20日入札分

・市道下田沢大平線雪崩予防柵改修工事
不調

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
10月21日入札分

・市公共下水道事業 宝町第２マンホールポンプ場改良工事（宝町地内）
（入札4業者）
日栄産業(株) 30,300,000円（30,920,000円）工期～5/3/31（落札率97.
99％）

修
の
実
施
、

③
子
ど
も
食
堂
、
地
域

活
動
団
体
の
支
援
、
子
ど

も
の
権
利
擁
護
や
子
ど
も

の
居
場
所
の
設
置
・
運
営

な
ど
で
す
。

「
あ
か
し
版
こ
ど
も
食

堂
」
は
、
貧
困
対
策
で
は

な
く
、
全
て
の
子
ど
も
の

居
場
所
に
位
置
付
け
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

子
ど
も
の
置
か
れ
た
状

況
を
早
期
に
把
握
し
、
行

政
機
関
等
に
つ
な
ぐ
た
め

の
「
気
づ
き
の
地
域
拠
点
」

で
す
。

子
ど
も
は
無
料
で
、
28

小
学
校
区
全
て
に

ヶ
所

47

設
置
さ
れ
、
現
在
は
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め

ヶ
所
で
実

40

施
中
で
す
。

市
か
ら
の
運
営
支
援

は
、
食
事
型
（
自
前
で
準

備
）
は
開
催
１
回
に
つ
き

２
万
円
、
市
販
型
（
購
入

で
準
備
）
は
同
１
万
円
な

ど
、
各
団
体
の
取
組
に
合

わ
せ
て
助
成
し
ま
す
。

体
制
支
援
に
は
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
と
マ

ッ
チ
ン
グ
な
ど
も
行
い
、

「
遊
び
」
や
「
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
」
、「
学
習
」
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
実
績
は
、
延
べ

実
施
回
数
は
４
３
７
回
、

参
加
者
９
５
５
７
人
で
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子
か
ら

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
の

気
づ
き
と
、
家
庭
支
援
に

至
っ
た
事
例
な
ど
が
あ
る

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化

は
、
昨
年
７
月
か
ら
高
校

生
世
代(

歳
の
年
度
末)

18

ま
で
実
施
で
す
。

明
石
市
が
取
組
ん
だ
こ

と
で
、
近
隣
の
市
で
も
同

様
の
取
組
が
実
施
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
医
療
費
が
無
料
で
安

心
」
と
の
声
が
あ
り
、
子

育
て
世
帯
を
中
心
に
転
入

の
増
加
も
見
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
意
識
調
査
で

も
、
良
く
な
っ
た
分
野
と

し
て
約
６
割
が
「
子
育
て

環
境
」
を
回
答
に
あ
げ
て

い
ま
す
。

明
石
市
で
は
こ
の
他

に
、
０
歳
児
見
守
り
支
援

員
の
「
お
む
つ
無
料
お
届

け
」
や
、
「
第
２
子
以
降

の
保
育
料
無
料
化
」
、「
中

学
校
給
食
の
無
償
化
」
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
開
会
の
鶴
岡
市
議

27
会

月
臨
時
会
に
提
案
さ

10
れ
る
「
原
油
価
格
物
価
高

騰
対
策
」
関
連
の
補
正
予

算
の
概
要
が

日
、
示
さ

20

れ
ま
し
た
。

○
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

交
通
事
業
者
に
対
す
る
補

助
金
（
県
と
の
協
調
）
は
、

路
線
バ
ス

万
円
、
貸
切

10

バ
ス
５
万
円
、
タ
ク
シ
ー

２
・
５
万
円
。

運
転
代
行
事
業
者
に
対

す
る
市
単
独
補
助
金
は
１

・
５
万
円
。

○
民
間
保
育
所
等
（

～
20

万
円
）
、
及
び
放
課
後

80

児
童
ク
ラ
ブ
（
５
万
円
）

の
光
熱
費
の
負
担
増
に
係

る
補
助
金
。

○
肥
料
価
格
の
高
騰
の
影

響
を
受
け
て
い
る
農
業
者

に
対
す
る
補
助
金
（
国
70

％
、
県

％
）
に
、
市
が

15

７
・
５
％
上
乗
せ
（
新
規

就
農
者

％
）。

15

○
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
い
る
畜

産
事
業
者
に
対
す
る
補
助

金
（
単
価×

当
羽
数
、
上

限
１
０
０
万
円
）。

○
土
地
改
良
区
の
農
業
水

利
施
設
の
電
気
料
の
負
担

増
に
係
る
補
助
金
（
補
助

率
１
／
２
、
上
昇
率

％
30

上
限
）。

○
中
小
企
業
者
等
に
対
す

る
物
価
高
騰
等
に
対
応
す

る
た
め
の
生
産
設
備
の
導

入
に
係
る
補
助
金
（
補
助

率
２
／
３
、
上
限
２
０
０

万
円
）。

○
市
内
の
小
中
学
生
と
県

立
及
び
市
外
の
小
中
学
生

の
保
護
者
に
対
す
る
学
校

給
食
費
負
担
軽
減
給
付
金

（
令
和
４
年

月
か
ら
５

11

年
３
月
ま
で
の
５
か
月
間

の
学
校
給
食
費
の
全
額
を

徴
収
し
な
い
）。

理
学
療
法
士
の
市
職
員

配
置
し「
百
歳
体
操
」
ー

兵
庫
県
洲
本
市

兵
庫
県
洲
本
市
で
は
介

す

も

と

し

護
福
祉
課
に
理
学
療
法
士

の
職
員
を
配
置
し
、
２
０

１
０
年
か
ら
住
民
主
体
の

通
い
の
場
づ
く
り
と
、「
百

歳
体
操
」
の
実
践
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
や

自
治
会
が
実
施
し
、
大
学

の
調
査
で
も
、
「
百
歳
体

操
」
の
継
続
が
、
筋
力
や

運
動
機
能
の
維
持
な
ど
の

効
果
が
見
ら
れ
る
と
し
、

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
直
営
で
運
営

し
、
市
内
２
ヶ
所
で
相
談

対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
や
管
理
栄

養
士
資
格
な
ど
を
持
つ
職

員
５
人
が
、
第
一
層
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
、
市
内
５
地
区
を

そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
、
「
自

立
支
援
型
地
域
ケ
ア
個
別

会
議
」
を
毎
週
１
回(

年

間
約
１
３
０
回)

開
催
し

推
進
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
事
業
の
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
に
、

効
果
や
方
向
性
を
調
査
研

究
す
る
国
の
モ
デ
ル
事
業

に
参
加
し
、
大
学
と
の
連

携
調
査
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
す
も
っ

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
、
地
域
住
民
に
よ
る
支

え
合
い
と
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
な
ど
に
、
住
民
参
加
も

促
し
な
が
ら
支
援
体
制
が

図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
財
団
」
で
支
援

推
進
ー
兵
庫
県
明
石

市
兵
庫
県
明
石
市
で
は
２

あ

か

し

し

０
１
８
年
、
子
ど
も
支
援

活
動
の
推
進
体
制
と
し
て

「（
公
財
）
こ
ど
も
財
団
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

①
市
内
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
に
関
す
る

こ
と
、

②
児
童
虐
待
防
止
に
関

す
る
高
度
で
専
門
的
な
研


